
● 維持会員（50音順，2025年4月時点）
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社/立山製紙株式会社/中越パルプ工業株式会社/特種東海製紙株式会社/株式会社巴川コーポレーション/ニッポン高度紙工業株式会社/
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● 賛助会員 143社（2025年4月時点）　● 個人会員https://www.japantappi.org/

国内外に52万haの植林地

森林経営
・ 持続可能性
・ 公益的機能

植林 育成

伐採

未利用
成分

木質資源
・ セルロース
・ ヘミセルロース
・ リグニン

バイオ素材・フィルム・繊維
・ セルロースナノファイバー
・ ゴム，樹脂との複合強化材
・ 高純度セルロース，セロファン
・ 食品原材料，飼料

バイオケミカル
・ バイオエタノール
・ SAF 原料
・ バイオプラスチック
・ 医薬品

CN発電
・ 黒液燃料
・ 木質，廃棄物燃料
・ 水力，太陽光

バイオ
リファイナリー

古紙リサイクル

シート化・加工

プラスチック
循環廃棄物

・ パッケージング，容器
・ ティッシュ，タオル，トイレット
・ フィルタ材，農業資材
・ 印刷，筆記

紙製品

C N：カーボンニュートラル
黒液：木材からセルロース繊維（パル

プ）を取り出す際に分離されるリ
グニンを主成分とする褐色液体

木質資源で化石資源を置き換える

紙の原料は，木材と古紙を主原料とするパルプです。紙パルプ産業は，自然の恵みを糧として，
木を植え，木を育み，木を利用し，また植えることによって木質資源の再生を実践してきました。
古紙については，使用後の紙の回収率（消費量に対する回収量の比率）は82％，古紙利用率
（紙生産量に対する原料として利用した古紙量の比率）は67％で，いずれも世界トップクラスです。

紙パルプ産業は
森を育み 森を させる

今後は，再生可能な木質資源をこれまでに培った技術と新たな技術により
最大限活用し，化石資源の置き換えに全力で取り組みます。

写真提供：レンゴー㈱

写真提供：日本製紙㈱

写真提供：日本製紙㈱

写真提供：王子ホールディングス㈱



デジタル化の影響を受けて一部の紙の需要が減っています。でも，紙パルプ業界の製品は，デジタル化の
影響を受けている紙だけではないということ，木質資源をベースとして紙以外の多種の製品や素材を
製造していることを知っていただきたくて，学生の皆様と紙パルプ業界各社との交流会を計画しました。
皆様のご参加をお待ちしています。 

企業・学生交流会開催日の日中は，同会場で紙パルプ技術協会の年次大会を開催しています。
紙パルプ製造各社および関連企業からの講演や展示会を行っていますので，こちらの方も
覗いてみてください。翌日の工場見学会も参加可能です。
工場見学会への参加は上記の申込サイトから事前登録をお願いします。

紙パルプ技術協会主催

企業・学生交流会のご案内

年次大会

開催日 講演会・展示会
 工場見学会
講演会・展示会場
 工場見学先
年次大会への参加費
プログラムの詳細

：
：
：
：
：
：

2025年10月8日（水），9日（木） 
10月10日（金）
グランシップ/静岡コンベンションアーツセンター
調整中 
学校・大学の教職員，学生の方は無料です。 
7月中旬以降当協会ウェブサイトでご案内します。

企業・学生交流会

日 時
会 場

参加資格
定 員
申 込

内 容
参 加 費
交 通 費
宿 泊 費

参加企業

：
：

：
：
：

：
：
：
：

：

2025年10月9日（木）17-19時 
グランシップ/静岡コンベンションアーツセンター 
JR東静岡駅すぐ（静岡市駿河区東静岡 2-3-1） 

高専生，大学生，大学院生
30名
右記二次元コードより申込サイトにお入りください。
締め切りは9月5日（金）です。
業界紹介および各社プレゼン＋立食形式の懇親会 
無料
往復交通費を支給します。
宿泊を要した方に，1泊分相当額を支給します。
ただし，学校（キャンパス）所在地が静岡市内の方は除きます。 
当協会維持会員の主要企業（調整中）

▲こちらより
　お申し込みください

東海道本線

東海道新幹線

JR
静岡駅 JR東静岡駅

P
駐車場 グランシップ P

至藤枝
至浜松

至東京
至清水


